
お札のおはなし
★お札の画像
千円・・・野口英世 五千円・・・樋口一葉 一万円・・・福沢諭吉
二千円札だけが人物ではなく、沖縄の守礼門になっています。

★お札の寿命
千円札・・・１～２年 一万円札・・・３～４年

★偽造防止技術
・識別マーク（深凹版印刷）
目の不自由な方が指で触って識別できるように、深凹版印刷により
ざらつきを作っています。券種識別を行いやすくするため、識別マーク
は、券種によって形状が異なっています。

・すき入れバーパターン（用紙に棒状のすき入れを施したもので、透かし
て見ると、一万円券は「３本」、五千円券は「２本」、千円券は「１本」の
縦棒が見えます。

・ホログラム（角度を変えてみることにより、額面金額、日本銀行の「日」
の文字をデザイン化したもの及び桜の画像が見えます）
パールインキ（正面から見ると見えませんが、お札を傾けると、お札の
左右両端の中央部にピンク色の光沢が見えます）

・マイクロ文字 （「ＮＩＰＰＯＮ ＧＩＮＫＯ」と書かれた小さな文字が印刷さ
れています）

・特殊発光インキ（紫外線を当てると、表面の印章や地紋の一部が
発光します）

★偽札作りは無期または３年以上の懲役です。
偽札を作ったり、偽札と知りながらそれを使用した場合法律で罰せられ
ます。また、本物の日本銀行券の額面を書き換えたり、切ったりして
変造することも、同じように法律で罰せられます。

くらしのスキルアップセミナー 夏休み親子企画

「銀行へ行こう」を開催しました

平成２８年８月８日（月）佐賀銀行本店にて佐賀県金融広報委員会との共催、佐賀銀行の協力で今年で
９回目の夏休み親子企画「銀行へ行こう」を開催しました。
小学生と保護者２２組、計５９名が参加し、お札のお話を聞いたり、○×クイズやお札の数え方を体験し
たり、佐賀銀行内の見学をしてお金や銀行の役割を楽しく学びました。
日本銀行増渕所長さんのお話の中のお札についてご案内します。

（偽造防止技術の確認）

（ブラックライトで特殊発光インキの確認）

（１億円の重さ体験）

（お金の数え方体験）

本部くらしの委員会

（お金○×クイズ）


